
平成25年3月26日開催

　　　（内容書類一覧）

理事会・総会　議事次第

第9期　事業報告・収支決算

第10期　事業計画案・収支予算案

役員選出資料

理事候補一覧

定款変更案

SIF-Japan定例理事会・定例総会

特定非営利活動法人

　社会的責任投資フォーラム（SIF-Japan）

第10期



平成25年 定例理事会・定例総会資料／No.1～5

第9期 事業報告・収支決算

自 平 成 24 年 1 月 1 日

至 平 成 24 年 12 月 31 日

社会的責任投資フォーラム

事 業 報 告 書

財 産 目 録

賃 借 対 照 表

収 支 計 算 書

特定非営利活動法人

収支実績予算対照表



平成25年 定例理事会・定例総会資料／No.6～9

自

至

平 成 25 年 1 月 1 日

平 成 25 年 12 月 31 日

第10期 事業計画・予算書（案）

社会的責任投資フォーラム

特定非営利活動法人



  平成 25 年 定例理事会・定例総会資料／No.1 

SIF-Japan  1/5  

平成 24 年度 事業報告書  

平成 24 年 1 月 1 日から 24 年 12 月 31 日まで 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム 

                                                                       （SIF-Japan） 

 

当フォーラム（以下 SIF-Japan という）の事業は、会員による年会費や協賛等の様々な形のご支

援、役員、運営委員による無償の活動によって実施され、以下の成果を挙げることができた。 

 

１．会員動向 

２4 年度の会員在籍数と入退会、役員、運営委員在籍数は以下の通りである。 

経済情勢が依然厳しい中ではあるが、法人会員 2 社増、個人会員は入会 12 名。また退会者 7

名のうち、2 年以上の会費滞納による退会処分者(定款第８条２項(3)による)が 7 名、全体で 5

名増。 

 

＜会員＞                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊1 (株)エッジ・インターナショナル、EIRIS 入会 

※金融機関（Ⅰ）…金融ホールディングカンパニー及び、以下（Ⅱ）～（Ⅳ）以外 

金融機関（Ⅱ）…地方銀行 

金融機関（Ⅲ）…投資信託委託・投資顧問・投資会社・信用金庫単独 

金融機関（Ⅳ）…信用組合 

＜法人・団体会員内訳＞ ＊期末在籍、入会順 

【プレミアム法人会員】 

・  株式会社クレアン 

・ 三井住友信託銀行株式会社（2012 年 4 月より名称変更 旧名：住友信託銀行㈱） 

・ 株式会社インテグレックス 

・ 株式会社三井住友銀行 

・ 日興アセットマネジメント株式会社 

・ ニッセイアセットマネジメント株式会社 

・ EIRIS 

種 別 ※ 期 首 入 会 退 会 期 末 

金融機関（Ⅰ） ７ ０ 0 ７ 

金融機関（Ⅱ） 0 0 0 0 

金融機関（Ⅲ） 2 0 0 2 

金融機関（Ⅳ） 0 0 0 0 

一般企業 ４ 2 0 6 

公的・中間機関 7 0 0 7 

NPO/NGO 3 0 0 3 

個  人 92 12 7   97 

（内、学生） (10) (3) (2) (11) 

合  計 115 14 7 122 

＊1 
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【一般法人会員】 

・ 株式会社セブン＆アイ･ホールディングス※ 

・ 株式会社日本政策投資銀行 

・ 株式会社大和証券グループ本社※ 

・ 東京海上日動火災保険株式会社 

・ NPO 法人エティック 

・ KPMG あずさサステナビリティ株式会社 

・ 一般社団法人自然エネルギー市民基金 

・ 株式会社損害保険ジャパン 

・ 株式会社あらたサステナビリティ認証機構  

・ Carbon Disclosure Project 

・ 有限責任監査法人トーマツ 

・ FTSE Group 

・ 一般財団法人日本経済研究所 

・ 社団法人投資信託協会 

・ ブルームバーグ・エル・ピー 

・ CSR デザイン環境投資顧問株式会社 

・ 独立行政法人国際協力機構 

・ 株式会社エッジ・インターナショナル 

※(株)セブン＆アイ・ホールディングス、(株)大和証券グループ本社がプレミアム→一般法人会員へ移行 

※新日本有限責任監査法人（プレミアム）、MSCI.Inc（一般）が 2013 年 2 月よりご入会 

 

２．平成 2４年度事業報告 

事業展開については事業計画に沿って活動を実施し以下の実績を挙げることが出来た。 

日本ＳＲＩ年報は 200７年、2009 年に続く３度目の発行となった。従来通り日本語・英語の

二ヶ国語で展開し、会員及び一般の希望者にご活用いただくとともに、今回初めての試みとして

ＩＳＳＮナンバーを取得し、国会図書館をはじめ、全国の図書館 48 箇所へバックナンバーと共

に寄贈した。 

 

（１） 勉強会 

多方面に亘るテーマで 4 回開催。 

開催会場については今年度も法人会員の三井住友信託銀行㈱様より無償提供いただいた他、国

際協力機構様の広尾、市ヶ谷のセミナールームをそれぞれ格安でお借りできた。 

開催日、テーマ、講演者、参加者数、収支概算は、別紙「平成２4 年度勉強会・セミナー 

開催一覧」の通り。 

事業収入 102 千円（参加費）  事業支出 29 千円（講演謝礼、消耗品等） 

参加者 延べ 134 名 

 

（2） 金融機関ダイアログ  

ＳＲＩを推進する金融機関(法人会員対象)およびアナリスト(個人会員)を対象としたクローズ

ドな会を金融機関ダイアログとして例年行っているが、今年度は新規で法人会員となっていた

だいた EIRIS 様の来日が延期となる等もあり、開催には至らなかった。 
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事業収入 0 円         事業支出 ０円 

（３） 早稲田大学大学院ファイナンス研究科への講師推薦協力 

同学科において見識ある金融人を育成する目的で職業倫理と社会的責任を真正面から取りげ

た授業科目として「ＣＳＲ/ＳＲＩ関連」が検討され、その講師派遣について SIF-Japan に協

力要請があったものである。SIF-Japan としては事業活動の趣旨にも合致するので毎年対応

し、今回で 4 回目となる。講師は運営委員・会員が務めた。講義概要と講師一覧は、別紙「平

成２4 年度勉強会・セミナー開催一覧」の通り。 

 

      事業収入 ０円    事業支出 ０円 

 

（４）日本 SRI 年報（2011 年版）の作成 

  既刊の「日本 SRI 年報 2009」の骨子を大きくは引き継ぎながら、新たなトピックとして「イ

ンパクトインベストメント債券」「環境不動産」なども織り込んだ内容として、日本語版は 24

年 2 月、英語版は同年 5 月に発行された。また今回初めての試みとして、日本語版/英語版の

それぞれで ISSN ナンバーを取得し、バックナンバーと共に全国の図書館約 50 箇所へ寄贈を

行った。なお発行にあたり、執筆者の方々、また以下の各社様より多大の協賛を得たことにつ

き、この場をお借りして厚くお礼申しあげる。 

 年報の一部記事は、ASrIA や Global Sustainable Investment Alliance とりまとめの SRI

レポートにも掲載され、日本市場の現状について海外へ発信ができたと同時に、海外機関との

さらなる連携の後押しともなった。 

・翻訳協力 ㈱エッジ・インターナショナル 

・協賛 ㈱日本政策投資銀行（日本語版）、㈱損害保険ジャパン（英語版） 

・情報・データ提供 FTSE 

事業収入 309 千円  

事業支出 690 千円  

 

（５）シンポジウム 

  「日本 SRI 年報 2011」の発行記念として、「SRI から ESG 投資へ-企業価値をどう捉え、評

価し、投資へ活かすか」をテーマに開催。今回年報の説明の他、「統合報告の潮流」（国際統合

報告協議会 森氏）、「ESG とパフォーマンス分析」（㈱大和総研環境調査部 伊藤氏）の基調

講演、また「今なぜ、年金と ESG 投資か？」のテーマで 5 名のご登壇者それぞれからお話を

いただくなど、盛りだくさんの内容となった。なお会場は協賛いただいた㈱大和証券グループ

本社様より無償提供いただき、参加費無料としたところ、申し込み約 230 名、当日ご参加 174

名と、内容、参加者数ともに過去最大規模となった。 

事業収入   0 千円  

事業支出  75 千円  

参加者 延べ 174 名 

 

（6）ホームページ運営 

ＳＲＩに関する各種情報の提供として、公募ＳＲＩ純資産残高ならびに、大和証券㈱様のデー

タ協力を得た社会貢献型債券の一覧をまとめて「最新 SRI 市場残高」とし、３，６，９，１２



  平成 25 年 定例理事会・定例総会資料／No.1 

SIF-Japan  4/5  

月末時点の更新を発表、複数の企業・団体(ASrIA、Global Sustainable Investment Alliance

など)から引用依頼があり、ご活用いただいている。公募 SRI 純資産残高については過去のも

のまで遡って、SRI 比率を厳密に適用し精度を高めた。 

 

事業収入 ０円    事業支出 45 千円                                       

 

（7）ツイッター 

昨年度より開始したツイッターをさらに活用し、各種告知、SRI 関連ニュースの発信、市井の

方々とのコミュニケーションを継続的に行っている。 

事業収入 ０円     事業支出  ０円 

 

（8）メールマガジン 

主に勉強会他イベントや年報発行などの告知に活用し、概ね月1度以上の発行を行った。勉強

会などのアンケートによると本メルマガから情報を得ている割合が高く、目下ツイッターと並

んで当団体発信情報へのファーストコンタクトとしては有用な媒体である。ただ本年度は目新

しいコンテンツがなく、既存の購読者の維持と新規開拓に向け、次年度以降の工夫が必要と思

われる。 

事業収入  ０円    事業支出  ０円 

配信数 期末現在 １３１4 通（前年比+4） 

 

（9）海外との連携 

6 月に開催された Rio+20 に先立ち、「Natural Capital Declaration」「Convention on 

Corporate Sustainability Reporting」の 2 つのイニシアティブに署名し、特に後者は法人

会員の㈱エッジ・インターナショナル様のご協力を得、日本語訳を作成・公開した。同じく 6

月に PRI ネットワーク・サポーターのメンバーとして承認された。また ASrIA のレポート作

成に際し、情報提供や意見交換等を行った。 

事業収入  ０円    事業支出  ０円 

 

 

以上  



平成24年度　勉強会・セミナー開催一覧

平成25年　定例理事会・定例総会資料/No.1(別紙)

回 開催日 テーマ 講師、登壇者 会場 参加総数 会/非会 収入 支出

定例勉強会

41 H24.2.1

「投資家、運用者、企業の信頼を基盤にする
『全員参加型』投信～顧客とともに社会を善くする
企業を応援し、安定運用を目指す鎌倉投信の
運用理念について～」

概要：SRI投信「結い」を有する気鋭の鎌倉投信から、同社の運用哲
学、運用理念、そして全員参加を可能にする仕組みをお話いただい
た。

鎌田　泰幸氏
（鎌倉投信株式会社　代表取締役）

JICA地球ひ
ろばセミナー

ルーム
36 13/23

(人)
41 7

42 H24.5.10

「SRI事情・初級編」

概要：毎年恒例の人気講座を入門編から初級編へとリニューアル。
広く浅く知識を得る段階から、現在から将来のSRIの姿まで、個々の
ご参加者に其々考えていただくために必要な内容を盛り込んだ。

水口　剛氏
(高崎経済大学教授；
SIF-Japan共同代表理事)

JICA地球ひ
ろばセミナー

ルーム
25 13/12 16 15

43 H24.9.13

「地球環境ｻﾐｯﾄRio+20で見えた新しい潮流
～事業者、金融、政策当局者の役割分担の視点から」

概要：6月に開催されたRio+20は政府間での合意はなされなかったも
のの、各分科会では多くの法人や団体を巻き込んで有意義なｲﾆｼｱ
ﾃｨﾌﾞが採択されていた。金融の視点からRio+20を解釈し、その意義を
お話いただいた。

金井　司氏
(三井住友信託銀行株式会社　経営企画部
CSR担当部長)

コメンテーター：秋山　をね氏
（株式会社インテグレックス代表取締役、
SIF-Japan代表理事)

三井住友
信託銀行
株式会社

27 12/15 29 1

44 H24.10.17

「個人投資家が金融商品やSRIに期待すること」

概要：「投資には社会を変える力がある」との信念がある著名投資家
ブロガー3名による講義、鼎談。個人投資家の視点から見た投信業
界の潮流、金融商品に期待するものをお話いただき、また会場から
の質問を受けての鼎談、また参加者との意見交換を行った。

ｍ＠氏（個人投資家ブロガー）
renny氏（個人投資家ブロガー）
吉田　喜貴氏（SIF-Japan事務局次長）

JICA地球ひ
ろばセミナー

ルーム
46 5/41 16 6

※回は設立以来の通算回数

シンポジウム

日本SRI年報2011発行記念
「SRIからESG投資へ-企業価値をどう捉え、評価し、
投資へ活かすか」
㈱大和証券グループ本社協賛

冒頭：2月に発行した「日本SRI年報」の概要と、新たに章を設けた「グ
リーンビルディング」のご紹介
講演：企業が発するレポートを取り巻く環境と、統合報告の必要性と
課題などをIIRCの森氏にご話いただいた。また、大和総研の伊藤氏
からは ESGのパフォーマンス分析をする際の複数の切り口とその手
法をわかりやすくご説明いただいた。
パネル：年金へESG投資を組み入れることの是非、課題と可能性など
を其々のお立場からお話いただいた。

【年報紹介】
年報紹介：荒井勝（SIF-J会長)
グリーンビルディング：平松宏城
【第一回レポートコンテスト入賞者メッセージ】
【講演】統合報告の潮流：森洋一（ＩＩＲＣ）
【講演】ESGとパフォーマンス分析
　　　　　：伊藤正晴（大和総研）
【パネルディスカッション】
「今なぜ、年金とESG投資か？」
：福山圭一（年金シニアプラン総合研究機構）
　八木博一（セコム企業年金基金）
　森澤みちよ（PRI事務局ジャパンディレクター）
　金井司
　岸上有沙
　河口真理子（モデレーター）

ｸﾞﾗﾝﾄｳｷｮｳ
ﾉｰｽﾀﾜｰ18F
大和ｺﾝﾌｧﾚﾝ

ｽﾙｰﾑ

174 28/146 0 75

早稲田大学大学院ファイナンス研究科への講師推薦協力（講師所属は講義実施時のもの）

1 H24.4.7 SRI概論 河口真理子　（㈱大和証券ｸﾞﾙｰﾌﾟ本社）

2 H24.4.14 CSRの評価(1) 足達　英一郎　（㈱日本総合研究所）

3 H24.4.21 CSR報告書と非財務情報開示 水口　剛　（高崎経済大学）

4 H24.4.28 SRI運用の実際 向畑　康志　（三井住友信託銀行㈱）

5 H24.5.12 SRIと債券 山本　聡　（大和証券ｸﾞﾙｰﾌﾟ本社㈱）

6 H24.5.19 CSRと企業パフォーマンスに関するケーススタディ 吉田　哲朗　（(㈱しんきん信託銀行）

7 H24.5.26 年金運用におけるSRI－ESG投資とPRIの動向 宮井　博　（日興ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽ㈱）

8 H24.6.2 マイクロファイナンス 廣瀬　大地　(NPO法人ﾌﾟﾗﾈｯﾄﾌｧｲﾅﾝｽｼﾞｬﾊﾟﾝ）

9 H24.6.9 グリーンビルディング投資 平松　宏城　（CSRﾃﾞｻﾞｲﾝ＆ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ㈱/米国ｸﾞﾘｰﾝﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ協会所属）

10 H24.6.16 SRIと投資信託のパフォーマンスに関する実証研究 亀井　茉莉　（日本株ｱﾅﾘｽﾄ　ｾｸﾀｰ担当）

11 H24.6.23 CSRの評価(2) 秋山　をね　（㈱ｲﾝﾃｸﾞﾚｯｸｽ）

12 H24.6.30 CSRの実際-企業経営の観点から 小榑　雅章　（向社会性研究所）

13 H24.7.7 株主行動とSRI 鷹羽　美奈子　（MSCI.Inc）

14 H24.7.14 企業のガバナンスとSRI 山﨑　明美　（日本ｼｪｱﾎﾙﾀﾞｰｻｰﾋﾞｽ㈱）

※会場はすべて早稲田大学日本橋キャンパス

（単位:千円）

H24.7.18

SIF-Japan
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24 年度 特定非営利活動に係る事業会計財産目録 

 

  平成 24 年 12 月 31 日現在 

 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム  

科 目 ・ 摘 要 金  額 （単位：円） 

Ⅰ 資産の部 

 １ 流動資産 

    現金預金 

     現金（現金手許有高） 

     普通預金（三井住友銀行赤坂支店） 

     普通預金（三菱東京 UFJ 銀行赤坂見附

支店） 

    未収入金 

     過誤納税金還付金 

     未収会費 

     

 

 

 

 

104,958 

1,582,924 

841,010 

 

 

33,402 

6,500 

 

  

流動資産合計  2,568,794  

 ２ 固定資産 

    什器備品  （ﾊﾟｿｺﾝ 3 台） 

     

10,818 

 

 

 

 

 

 

固定資産合計  10,818  

資産合計   2,579,612 

    

Ⅱ 負債の部 

 １ 流動負債 

    未払金 (事務所家賃 ｸﾚｱﾝ) 

    未払金 (印刷経費  ｸﾚｱﾝ) 

    預り金（源泉所得税） 

    預り金（職員に対する社会保険料） 

 

 

300,000 

18,000 

5,640 

22,725 

  

流動負債合計  346,365  

 ２ 固定負債 

     

 

 
  

固定負債合計  0  

負債合計   346,365 

正味財産   2,233,247 
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24年度 特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表 

 

平成 24年 12月 31日現在 

 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム 

科 目 金 額 （単位：円） 科 目 金 額 （単位：円） 

Ⅰ 資産の部   Ⅱ 負債の部   

 １ 流動資産    １ 流動負債   

   現金 

   普通預金 

   未収入金 

    

104,958 

2,423,934 

39,402 

 

 

 

 

 

未払金 

預り金 

318,000 

28,365 
 

流動負債合計  346,365 

流動資産合計  2,568,794  ２ 固定負債   

 ２ 固定資産 

   什器備品 

    

10,818 
 

 

      

固定負債合計  0 

負債合計  346,365 

Ⅲ 正味財産の部   

固定資産合計  10,818 前期繰越正味財産 3,057,245  

 

 

 

 

資産合計 

 

 

 

 

 

2,579,612 

当期正味財産 

増加額（減少額） 

 

△823,998 
 

正味財産合計  2,233,247 

負債及び正味財産 

合計 
 

 

2,579,612 
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24年度 特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表 

 

  平成 24年 12月 31日現在 

 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム  

科  目 金  額 （単位：円） 

Ⅰ 資産の部 

 １ 流動資産 

 

    現金 

    普通預金 

    未収入金 

     

 

 

 

104,958 

2,423,934 

39,902 

 

  

     流動資産合計  2,568,794  

 ２ 固定資産 

     

什器備品 

 

 

 

10,818 

 

  

     固定資産合計  10,818  

     資産合計   2,579,612 

Ⅱ 負債の部 

 １ 流動負債 

     

    未払金 

    預り金 

 

 

 

318,000 

28,365 

  

     流動負債合計 

 ２ 固定負債 

         

 

 

 

346,365 

 

 

 

     固定負債合計  0  

     負債合計   346,365 

Ⅲ 正味財産の部 

  前期繰越正味財産 

  当期正味財産増加額（減少額） 

 

 

3,057,245 

△823,998 

 

 

 

     正味財産合計   2,233,247 

     負債及び正味財産合計   2,579,612 
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 ２４年度 特定非営利活動に係る事業会計収支計算書 

 

 平成 24年 1月 1日から平成 24 年 12 月 31 日まで 

 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム  

科  目 金  額 （単位：円） 

Ⅰ 経常収入の部 

 １ 会費収入 

    金融機関会費 

    一般法人会費 

    公的･中間機関会費 

    NPO･NGO 会費 

    個人会費 

 

 

1,900,000 

500,000 

700,000 

20,000 

595,000 

 

 

 

 

 

 

 

3,715,000 

 

 ２ 事業収入 

    勉強会活動収入 

    SRI 普及･啓発活動収入 

 

102,000 

309,000 

 

 

411,000 

 

 ３ 雑収入 

    受取利息収入 

    雑収益 

 

493 

1,110 

 

 

1,603 

 

 

   経常収入合計   4,127,603 

Ⅱ 経常支出の部 

 １ 事業費 

    勉強会活動費用 

    シンポジウム活動費用 

ホームページ運営活動費用 

    SRI 普及・啓発活動費用 

    給料手当（事業） 

 

 

29,061 

74,932 

45,155 

689,760 

1,759,333 

 

 

 

 

 

 

2,598,241 

 

 ２ 管理費 

    給料手当 

    法定福利費 

    会議費 

    通信費 

    旅費交通費 

    消耗備品費 

    印刷製本費 

    地代家賃 

    支払手数料 

    業務委託費 

 

947,334 

280,901 

2,107 

63,606 

171,890 

20,492 

36,000 

600,000 

14,325 

204,750 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,341,405 

 

   経常支出合計   4,939,646 

  経常収支差額   △812,043 

Ⅲ その他資金収入の部 

 １ その他資金収入 

 

0 

 

0 
 

   その他資金収入合計   0 

Ⅳ その他資金支出の部 

 １ その他資金支出 

 

0 

 

0 
 

   その他資金支出合計   0 
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  当期収支差額   △812,043 

  前期繰越収支差額   3,034,472 

  次期繰越収支差額   2,222,429 

（正味財産増減の部） 

Ⅴ 正味財産増加の部 

 １ 資産増加額 

    

 ２ 負債減少額 

 

 

 

  

  

  
0 

 

0 

 

     増加額合計   0 

Ⅵ 正味財産減少の部 

 １ 資産減少額 

    当期収支差額（再掲） 

    什器備品減価償却額 

 ２ 負債増加額 

     

 

  

  
812,043 

11,955 

 

0 

 

     減少額合計   823,998 

   当期正味財産増加額   △823,998 

   前期繰越正味財産額   3,057,245 

   当期正味財産合計   2,233,247 
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計算書類に対する注記 

 

１．重要な会計方針 

 

（1） 固定資産 

① 計上基準 

取得価額１０万円以上で１年以上使用見込みのあるものを固定資産に計上しており

ます。 

② 減価償却の方法 

有形固定資産の減価償却の方法は定率法を採用しております。 

 

（2） 資金の範囲 

資金の範囲については、現金預金、未収入金、未払金、預り金を含めております。 

 

（3） 会費収入 

当法人の会費収入は現金基準によっております。 

 

 

２．有形固定資産 

（単位：円） 

科  目 取得価額 減価償却累計額 期末残高 

什器備品 378,950 368,132 10,818 

 

 

３．次期繰越収支差額の内訳 

（単位：円） 

科    目 前期末残高 当期末残高 

現金預金 3,416,181 2,528,892 

未収入金 0 39,902 

合    計 3,416,181 2,568,794 

未払金 318,000 318,000 

預り金 63,709 28,365 

合    計 381,709 346,365 

次期繰越収支差額  3,034,472 2,222,429 

 

 

 

４．当期正味財産増加額の内訳 

(単位：円) 

   当期収支差額    △812,043 

   減価償却費      △11,955 

   当期正味財産増加額 △823,998 

   前期繰越正味財産   3,057,245 

   次期繰越正味財産  2,233,247 
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５．保証債務、担保提供資産 

 

   該当するものはありません。 

 

 

 

 

 

科目明細表 

科  目 明  細 金  額 科 目 計 

Ⅱ経常支出の部 

 １ 事業費 

   

   勉強会活動費用 諸謝金 

通信費 

旅費交通費 

消耗備品費 

会場費 

11,111 

1,830 

6,810 

510 

8,800 

 

 

 

 

29,061 

ホームページ運営活動費用 サーバーレンタル費 45,155 45,155 

シンポジウム活動 諸謝金 

通信費 

旅費交通費 

消耗備品費 

支払手数料 

66,666 

4,730 

950 

1,326 

1,260 

 

 

 

 

74,932 

SRI 普及・啓発活動費用 通信費 

消耗備品費 

印刷製本費 

支払手数料 

34,770 

2100 

652,050 

840 

 

 

 

689,760 
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特定非営利活動法人社会的責任投資フォーラム

(単位：円)

科目 細目 23年度実績 24年度予算額 同実績 備考
Ⅰ経常収入の部

1.会費収入 3,411,000 3,610,000 3,715,000

正会員会費収入 金融機関会員(1口10万×1～5口／9会員) 1,250,000 1,800,000 1,900,000

(　)内は、期末在籍ベース 一般法人会員(1口10万×1～3口／5会員) 850,000 550,000 500,000

公的・中間機関会員(1口10万×1口／8会員) 600,000 600,000 700,000

NPO/NGO会員(1口1万×1口／3会員) 30,000 30,000 20,000

個人会員(1口1万×1口／98会員) 681,000 630,000 595,000

2.事業収入 612,351 605,000 411,000

勉強会･金融機関ダイアログ 106,500 150,000 102,000

シンポジウム 0 100,000 0 参加費無料で実施

レポートコンテスト 400,000

SRI普及・啓発活動収入 100,000 350,000 309,000 SRI年報2011の協賛金・販売

ホームページ運営収入 5,851 5,000 0

3.雑収入 594 500 1,603

受取利息、雑収入 594 500 1,603

経常収入合計(A) 4,023,945 4,215,500 4,127,603

Ⅱ経常支出の部

1.事業費 2,202,540 3,078,000 2,598,241

勉強会･金融機関ダイアログの実施費用 126,860 150,000 29,061 講師料等

シンポジウムの実施費用 0 100,000 74,932 講師料等

レポートコンテストの活動費用 380 0 0

SRI年報2011の発行費用 0 600,000 689,760 SRI年報2011の印刷費用

コミュニケーション促進のための活動費 0 150,000 0

ホームページ運営 47,300 50,000 45,155

メールマガジン運営 0 0 0

　　事業管理運営費 給料手当(事業) 2,028,000 2,028,000 1,759,333 常勤者1名・非常勤者1名の給料の65%

2.管理費 2,772,583 2,792,000 2,341,405

事務局運営費 給料手当 1,092,000 1,092,000 947,334 常勤者1名・非常勤者1名の給料の35%

法定福利費 398,374 400,000 280,901 社会保険料

旅費交通費 259,040 250,000 171,890

地代家賃 600,000 600,000 600,000

支払手数料・業務委託費 260,925 250,000 219,075 税理士報酬等

通信・印刷・備品等 162,244 200,000 122,205

経常支出合計(B) 4,975,123 5,870,000 4,939,646

当期収支差額(A)-(B) △ 951,178 △ 1,654,500 △ 812,043

前期繰越収支差額 3,985,650 3,034,472 3,034,472

次期繰越収支差額 3,034,472 1,379,972 2,222,429
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平成25年度 年間事業計画(案）
平成２5年１月１日～平成２5年１２月３１日

定款第５条に基づく次の特定非営利活動に係る事業を実施する。 特定非営利活動法人社会的責任投資フォーラム

事業区分 事業名 具体的な内容
運営
管理

実施予定
時期・回数

実施予定場所
従事者の
予定人数

受益対象者の範囲
及び予定人数

支出見込額
（単位：円）

FTSEとの共同調査 FTSEと共同で年金基金へのヒアリングを行いレポートを発行する。
運営委員
事務局

通年 東京都 3～5名 SRI関係者及び年金基金

海外との連携を深める

PRIとの連携事業を検討する。
イギリスSIFと連携し、欧州での情報発信を検討する。
TBLI等の会合で海外のSRI関係者が来日する機会があれば、それに合わせてSIF主催のイベント開催を
検討する。
EIRIS来日時に金融機関ダイアログ等交流の場を検討する。

運営委員
事務局

通年 - 2～5名 海外のSRI関係者

各種制度設計への関与

年金基金への働きかけ強化。
連合や環境省が策定しているSRI促進のための制度設計に対して情報発信（パブリックコメント等）を
行う。
IIRCと連携し、統合報告の発展を目指した活動を検討する。

運営委員
事務局

通年 東京都 2～5名
制度設計を行っている各
種団体･省庁など

定例勉強会の開催

SRIに関心のある会員・非会員を対象に、情報交換・意見交換を行なう。毎回、実務家を中心にSRIへ
の造詣の深い講師を招き参加者のSRIに関する知識を高め、交流の場とする。
【講演内容（予定）】
・SRI入門（毎春開催／代表理事の水口教授）
・統合報告
・水の危機

運営委員
事務局

2,3月に1
度

東京都 5名
SRI関係者及び興味を持つ
不特定多数の人

金融機関ダイアログの開催

法人会員のSRI関係者（一部個人会員も含む）を対象としたクローズドな会とする。
昨今話題となっている第一戦で活躍されている専門家を交えて、議論の場を設けることを通じて、
・金融機関と専門家とのダイアログの推進
・SRI関係者からのコメントの共有
・金融機関同士のネットワーク作り
を図り、より実質的なSRI普及活動に寄与する。あわせて会員獲得を図る。

運営委員
事務局

2,3月に1
度

東京都 5名 SRI関係者及び金融機関

シンポジウム運営 シンポジウムの開催 当期に実施予定の年金基金へのアンケート結果を踏まえたシンポジウムの開催を検討する。
運営委員
事務局

1度 東京都 2～5名
SRI関係者及び興味を持つ
不特定多数の人

100,000

SRI年報の作成
2013年度版。年報の発行準
備

1年おきに発行している「日本SRI年報」の201３年度版について発行準備を進める。
４月までにSRI・CSRの専門家による準備委員会を立ち上げ、執筆をお願いする。
年央から年末にかけ、発行に当たっての協賛を募る。
支出については平成26年度に印刷費、翻訳料など約1,000千円発生する見込み。

運営委員
事務局

通年 東京都 約10名
SRI関係者及び興味を持つ
不特定多数の人

0

レポートコンテスト運営
SRIレポートの募集･審査･表
彰

SRI・ESGに関する研究成果が海外と比較して少数に留まる我が国の現状を踏まえ、
・研究の募集を通したSRI研究者・従事者の発掘
・国内外への情報発信によるSRIの認知拡大
を目的としたレポートの募集・審査・表彰を行う。
※株式会社きんざいとの共催（主に広報の支援を依頼）？

事務局 通年 東京都 10名
SRI関係者（学生を含む）
地域非限定

50,000

ホームページ運営 ホームページの運営･管理

・日本におけるSRIの概要、最新情報等について幅広く多くの人々に中立的な立場から情報を提供す
る。
・海外SRI市場の紹介（海外SRIレポートのサマリーの紹介など）
・SIF-Ｊ関係者による推薦図書の紹介。
・会員専用ページで勉強会のレジュメをダウンロード配布。
・SRI投信・SRI債券のデータ更新（３，６，９，１２月末）。
・ザ・談を活用し、積極的なメッセージの発信を行う。
・補完的にツイッターを活用する。

事務局 通年 東京都 2名 地域非限定、不特定多数

50,000

メールマガジン運営 月刊メールマガジンの発行

・SRIに関するあらゆる情報を無料で頒布することで、SRIに関心を持つ方の裾野を広げ、持続的な情
報提供を行う。
・SIF-Japanの活動のお知らせ、オピニオンリーダーによるSRIに関する雑感、SRIに関する文献情
報、関連イベント情報、SIF-Japanの活動報告などをメールによって無料で広く発信する。

事務局 月1回 東京都 2～3名 地域非限定、不特定多数

0

小計
400,000

1,716,000

合計 2,116,000

勉強会・金融機関ダイアロ
グ

運営

連携による活動強化

100,000

各事業推進に係る給料手当て

100,000

SIF-Japan
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特定非営利活動法人社会的責任投資フォーラム

(単位：円)

科目 細目 24年度予算額 同実績 25年度予算額 備考
Ⅰ経常収入の部

1.会費収入 3,610,000 3,715,000 3,780,000

正会員会費収入 金融機関会員(1口10万×1～5口／9会員) 1,800,000 1,900,000 1,600,000

(　)内は、期末在籍ベース 一般法人会員(1口10万×1～3口／6会員) 550,000 500,000 650,000 MSCI.Inc（2月入会）

公的・中間機関会員(1口10万×1口／8会員) 600,000 700,000 900,000 新日本有限責任監査法人（2月入会)

NPO/NGO会員(1口1万×1口／3会員) 30,000 20,000 30,000

個人会員(1口1万×1口／98会員) 630,000 595,000 600,000

2.事業収入 605,000 411,000 1,000,000

勉強会･金融機関ダイアログ 150,000 102,000 100,000

シンポジウム 100,000 0 100,000

レポートコンテスト 300,000 第2回レポートコンテストの協賛金

SRI普及・啓発活動収入 350,000 309,000 0 SRI年報2011の協賛金・販売

ホームページ運営収入 5,000 0 0

助成金収入 0 0 500,000 トラスト60助成金

3.雑収入 500 1,603 500

受取利息、雑収入 500 1,603 500

経常収入合計(A) 4,215,500 4,127,603 4,780,500

Ⅱ経常支出の部

1.事業費 3,078,000 2,598,241 2,116,000

勉強会･金融機関ダイアログの実施費用 150,000 29,061 100,000

シンポジウムの実施費用 100,000 74,932 100,000

レポートコンテストの活動費用 0 0 50,000

SRI年報2011の発行費用 600,000 689,760 0

連携による活動強化 150,000 0 100,000

ホームページ運営 50,000 45,155 50,000

メールマガジン運営 0 0 0

　　事業管理運営費 給料手当(事業) 2,028,000 1,759,333 1,716,000 常勤者1名・非常勤者1名の給料の65%

2.管理費 2,792,000 2,341,405 2,314,000

事務局運営費 給料手当 1,092,000 947,334 924,000 常勤者1名・非常勤者1名の給料の35%

法定福利費 400,000 280,901 300,000

旅費交通費 250,000 171,890 120,000

地代家賃 600,000 600,000 600,000

支払手数料・業務委託費 250,000 219,075 220,000 税理士報酬等

通信・印刷・備品等 200,000 122,205 150,000

経常支出合計(B) 5,870,000 4,939,646 4,430,000

当期収支差額(A)-(B) △ 1,654,500 △ 812,043 350,500

前期繰越収支差額 3,034,472 3,034,472 2,222,429

次期繰越収支差額 1,379,972 2,222,429 2,572,929
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候補（任期※：平成25年4月1日～平成27年3月31日）

役職 氏名（各50音順・敬称略） 備考　　※個人が所属する組織は会員とは限りません。 報酬 備考

理事・会長 荒井　勝 ＦＴＳＥ４Ｇｏｏｄ 政策委員会メンバー 無

理事 青木　修三 モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券株式会社 無

代表理事 秋山　をね 株式会社インテグレックス 無

理事 足達　英一郎　　 株式会社日本総合研究所 無

理事 稲岡　稔 元・セブン＆アイ・ホールディングス 無

代表理事 河口　真理子 株式会社大和証券グループ本社 無

理事 木内　孝 ＮＰＯ法人フューチャー５００ 無

理事・最高顧問 後藤　敏彦 環境監査研究会 無

理事 首藤　恵 早稲田大学大学院 無

理事 薗田　綾子 株式会社クレアン 無

理事 菱田　賀夫 三井住友信託銀行株式会社 無

理事 菱山　隆二 ＮＧＯ企業行動研究センター 無

理事 前田　正尚 株式会社日本政策投資銀行 無

理事 松下　浩一 株式会社大和証券グループ本社 無

代表理事 水口　剛 高崎経済大学 無

理事 宮城　治男 ＮＰＯ法人エティック 無

監事 阿部　和彦 株式会社あらたサステナビリティ認証機構 無

監事 菅生　直美 ＫＰＭＧあずさサステナビリティ株式会社 無

参考（任期：平成23年4月1日～平成25年3月31日）

現在の役職 氏名（各50音順・敬称略） 備考　　※個人が所属する組織は会員とは限りません。 報酬 備考

理事・会長 荒井　勝 ＦＴＳＥ４Ｇｏｏｄ 政策委員会メンバー 無

理事 青木　修三 モルガン・スタンレーＭＵＦＧ 無

代表理事 秋山　をね 株式会社インテグレックス 無

理事 足達　英一郎　　 株式会社日本総合研究所 無

理事 稲岡　稔 株式会社セブン＆アイ･ホールディングス 無

代表理事 河口　真理子 株式会社大和証券グループ本社 無

理事 木内　孝 ＮＰＯ法人フューチャー５００ 無
理事・最高顧問 後藤　敏彦 環境監査研究会 無

理事 首藤　恵 早稲田大学大学院 無

理事 薗田　綾子 株式会社クレアン 無

理事 菱田　賀夫 三井住友信託銀行株式会社 無

理事 菱山　隆二 ＮＧＯ企業行動研究センター 無

理事 前田　正尚 株式会社日本政策投資銀行 無

理事 松下　浩一 株式会社大和証券グループ本社 無

代表理事 水口　剛 高崎経済大学 無

理事 宮城　治男 ＮＰＯ法人エティック 無

監事 阿部　和彦 株式会社あらたサステナビリティ認証機構 無

監事 菅生　直美 ＫＰＭＧあずさサステナビリティ株式会社 無

特定非営利活動法人社会的責任投資フォーラム

理事・監事候補者名簿

現理事・監事名簿



運営委員一覧
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特定非営利活動法人社会的責任投資フォーラム

（敬称略・50音順） 任期：平成24年4月1日～平成26年3月31日

氏　　名 所　　　　属

1 荒井　勝 ＦＴＳＥ ４Ｇｏｏｄ 政策委員会メンバー

2 入野　剛史※ 三井住友信託銀行株式会社

3 内田　宏樹 株式会社クレアン

4 大竹　大 株式会社アイフィスジャパン

5 加とう　正法 ＮＰＯ法人エコキャップ推進協会

6 亀井　茉莉 日興アセットマネジメント

7 河口　真理子 株式会社大和証券グループ本社

8 岸上　有沙 英国ＦＴＳＥ社

9 小榑　雅章 向社会性研究所

10 新谷　大輔 株式会社三井物産戦略研究所

11 鷹羽　美奈子 ＭＳＣＩ

12 平松　宏城 ＣＳＲデザイン＆ランドスケープ設計事務所

13 福吉　隆行 株式会社日本政策投資銀行

14 物江　陽子 株式会社大和総研

15 山﨑　明美 日本シェアホルダーサービス株式会社
（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社より出向）

16 山本　利明 大阪電気通信大学

17 吉田　哲朗 株式会社しんきん信託銀行

以上17名

※印は24年度中新たに選任された委員
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特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム 定款 

新旧対照表 

  

新 旧 

【第1章 総則】 

（事務所） 

第 2条 

2 削除 

【第2章 総則】 

（事務所） 

第 2条 

2 この法人は、前項のほか、従たる事務所を大阪府大阪

市北区に置く。 

【第 6章 理事会】 

第 35 条（書面表決） 

新規 

(4)理事会の議決事項に関し、会長及び代表理事が合議

の上必要と認めた場合には、理事会開催に代え議決事

項を記載した書面（含む電子メール）を送付し、各理

事の決済を求めることができる。 

尚この場合上記(1)～(3)の規定を準用し、表決は回答

期限当日事務局到着分までを有効とする。 

【第 6章】 

第 35 条（書面表決） 

 

【第 6章 理事会】 

第 36 条（議事録） 

新規 

(2)前条(4)についての議事録は、表決結果を記した記

録を事務局で作成し、議長および理事会において選任

された議事録署名人 2名が記名押印または署名し、こ

れを保存する。 

【第 6章 理事会】 

第 36 条（議事録） 

 

【第12章 雑則】 

第56条 

新規 

(2)この法人の会員種別及び年会費に関する規定につ

いては、運営委員会の決議を経、代表理事及び会長が

承認することで定める 

【第12章 雑則】 

第56条 

 

【附則】  

１～７ 

削除 

【附則】 

１～７ 

 

附 則  

この変更は、平成 25 年 3月 26 日から施行する。 




